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小 児 か ら老人 ま での大 規 模 コホー トを 用 いた 骨粗鬆 症 関 連遺 伝 子 の

解 明

●森田 明美

近畿大学医学部

背景と目的

骨量を規定する遺伝要因としては、ビタミンD受容

体遺伝子多型などが報告されているが、現在までの多
くの研究では、対象者の偏りや標本数の不足のために
一致した結果が得られていない。また、最大骨量獲得

時期における遺伝要因の検討はほとんど見られない。
本研究では、小児から老人までの大規模無作為抽出標

本において、ビタミンD受容体などの遺伝子多型が骨
密度とその経年変化に及ぼす影響を明らかにし、生活
習慣など他の要因との関連も検討して、骨粗鬆症の遺
伝的リスクを総合的に解明する。

検討結果

1996年に全国7地区の15～79歳の女性を対象にした
約4,500人の無作為抽出標本調査(成人調査)と3地区で

実施した小学4年～高校3年の男女約1,200人の調査

(小児調査) (ともにJPOS study)をbaselineとし、 1999～
2000年に3地区で追跡調査を実施した。データは腰椎、
大腿骨、橈尺骨の骨密度、体格、筋力、家族歴、既往
歴、運動やCa摂取量などの生活習慣要因、血中・尿

中の骨代謝指標である。データの使用や遺伝子解析に
ついては対象者から文書で承諾を得た。 3地区の受診
者のゲノムDNA約1,800検体について、ビタミンD受

容体遺伝子多型(Apa I, Taq I, Fok I)を、 PCR-RFLP法
および対立遺伝子識別アッセイ法により決定した。

Allele頻度はFokⅠ(F:f=63:37) , ApaⅠ(A:a-29:71), TaqⅠ

(T:t=89:11;であった。それぞれの遺伝子型単独では
骨密度への有意な影響はなかった.遺伝子型別に生活

習慣要因の影響を見ると、 FokⅠ多型ではFFとFf型で牛

乳摂取の影響が、 TaqⅠ多型ではTtとtt型で運動の影響

が骨密度に強く現れた。

考　　察
大規模無作為抽出標本においても、遺伝子頻度は先
行研究の結果とほぼ同等であった。本研究により、ビ
タミンD受容体遺伝子型によって生活習慣要因の骨密

度への影響は異なる可能性が示唆され、このような遺

伝子多型と骨密度の関連を分析する場合には、生活習
慣要因の検討も必要であると考えられた。
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